
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度がスタートして二ヶ月が過ぎようとしています。各学校では，本年度の教育課程に添って様々な取組が行

われていることと思います。 

ご承知の通り，今年度は移行措置による小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領の特例が適用され２年目と

なります。小学校にあっては最終年度，中学校にあっては令和２年度末（令和３年３月３１日）までの間となりま

す。また，中学校では，特別の教科道徳が本実施となりました。 

昨年度、指導主事の要請訪問を受け校内研究にうかがい，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づく

りが各校で進められていることを実感しました。児童生徒が見通しをもって進んで問題に取り組み，粘り強く問題

を解決しようとする姿（主体的な学び），自分の考えを図や式，言葉と関連付けて根拠を明らかにしながら説明して

いる姿（対話的な学び），自分の考えと他者の考えとを比較・検討することで，よりよい問題解決の方法を見いだし

ている姿（深い学び）をそれぞれの教室で拝見しました。 

県の事業としまして，「主体的・対話的で深い学び推進事業」，「学びのサイクル改善事業」，「家庭学習習慣化推進

事業」や「やまなしスタンダード（授業づくりの７つの視点）の推進」等がありますが，多忙化改善の推進も踏ま

えながらそれぞれをうまく関連付け一体的に捉え，日々の教育活動に繋げていくことができるよう教育事務所とし

て支援や指導・助言の充実を図っていきたいと考えています。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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主体的・対話的で深い

学びの実現 



◇◆令和元年度 峡東教育事務所管内研究指定校◆◇ 

 今年度の峡東教育事務所管内の研究指定校は以下の通りです。どうぞよろしくお願いいたします。   

 
 ◇◆4月・5月の要請訪問◆◇ 

 
 

本年度の学校教育担当は以下のとおりです。 

＜学校教育担当者＞ 

○主幹・指導主事  霜村 文晴    （笛吹市在住） 

○指導主事     中村 英彦    （甲州市在住） 

○指導主事     山下  俊        （甲府市在住） 

＜若手教員グローアップ事業指導教員（アドバンスティーチャー）＞ 

○Ａ Ｔ      楡井 俊彦       （甲州市在住） 

○Ａ Ｔ      三枝  孝        （笛吹市在住） 

＜義務教育課・峡東地区担当の指導主事＞ 

○峡東地区担当 ＜東山＞小尾  綾 （道徳担当）    ＜笛吹＞桑畑 秀子（外国語担当） 

塚原 英樹（図工，美術担当）      早川 優子（外国語活動担当） 

日　時 学校名 訪問内容 教科等 学習内容等

4月26日 井尻小学校 学習会 特別活動
メディアとのかかわり方　、メディアの危険性、身体への害について。家庭・学校等でのルー
ルづくりについて

5月15日 玉宮小学校 学習会 教育課程
「主体的・対話的で深い学び」について、全職員参加の校内研究で共通理解を図る

5月15日 東雲小学校 学習会 道徳
　「考え議論する道徳」について、道徳科において議論するとはどういう意味を持つのか、道
徳においても授業の構造化は成り立つのかなどについて学ぶ

5月24日 芦川小学校 学習会 総合的な学習 今年度の研究計画の策定と関係づけての学習会

5月27日 御坂東小学校 研究授業 算数 ひき算の仕方を考えよう

5月29日 神金小学校 学習会 教育課程
何が深い学びなのか、どのような活動や児童の様子が深い学びといえるのか、理論研究と
ともに具体的な実践から学ぶ



 


